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こ
れ
は
学
校
友
だ
ち
の
こ
と
と
言
ふ
も
、
学
校
友
だ
ち
の
全
部
の
こ
と
に
あ

ら
ず
。
只
冬
夜





電
燈
の
も
と
に
原
稿
紙
に
向
へ
る
時
、
ふ
と
心
に
浮
か
び
た
る

学
校
友
だ
ち
の
こ
と
ば
か
り
な
り
。

　
上
滝
嵬









　
こ
れ
は
、
小
学
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
嵬





は
タ
カ
シ
と
訓
ず
。

細
君
の
名
は
秋
菜





。
秦
豊
吉








、
こ
の
夫
婦
を
南
画
的
夫
婦
と
言
ふ
。
東
京
の
医

科
大
学
を
出
、
今
は
厦
門





の
何



と
か
病
院
に
在
り
。
人
生
観
上
の
リ
ア
リ
ス
ト

な
れ
ど
も
、
実
生
活
に
処
す
る
時
に
は
必




し

も
さ
ほ
ど
リ
ア
リ
ス
ト
に
あ
ら
ず
。

西
洋
の
小
説
に
あ
る
医
者
に
似
た
り
。
子
供
の
名
を
※





と
言
ふ
。
上
滝






の
お
父

さ
ん
の
命
名
な
り
と
言
へ
ば
、
一
風






変
り
た
る
名
を
好
む
は
遺
伝
的
趣
味
の
一

つ
な
る
べ
し
。
書
は
中
々
巧



み
な
り
。
歌
も
句
も
素
人






並
み
に
作
る
。
「
新
内






に
下
見





お
ろ
せ
ば
燈
籠





か
な
」
の
作
あ
り
。

　
野
口
真
造









　
こ
れ
も
小
学
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
呉
服
屋
大
彦






の
若
旦
那







。

但
し
余
り
若
旦
那
ら
し
か
ら
ず
。
品
行
方
正
に
し
て
学
問
好
き
な
り
。
自
宅
の

門
を
出
る
時
に
も
、
何
か
出
か
た
の
気
に
入
ら
ざ
る
時
に
は
も
う
一
度
家
へ
引

返
し
、
更
に
出
直





す
と
言
ふ
位
な
れ
ば
、
神
経
質
な
る
こ
と
想



ふ
べ
し
。
小
学

時
代
に
僕
と
冒
険
小
説
を
作
る
。
僕
よ
り
も
う
ま
か
り
し
か
も
知
れ
ず
。

　
西
川
英
次
郎











　
中
学
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
僕
も
勿
論
秀
才
な
れ
ど
も
西
川

の
秀
才
は
僕
の
比
に
あ
ら
ず
。
東
京
の
農
科
大
学
を
出



、
今
は
鳥
取






の
農
林
学

校
に
在
り
。
諢
名





は
ラ
イ
オ
ン
、
或
は
ラ
イ
公
と
言
ふ
。
容
貌






、
栄
養
不
良
の

ラ
イ
オ
ン
に
似
た
る
が
故
な
り
。
中
学
時
代
に
は
一
し
よ
に
英
語
を
勉
強
し
、

「
猟
人






日
記
」
、
「
サ
ツ
フ
オ
」
、
「
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
」
、
「
タ
イ
イ
ス
」

の
英
訳
な
ど
を
読
み
し
を
記
憶
す
。
そ
の
外



柔
道
、
水
泳
等



も
西
川
と
共
に
稽

古


し
た
り
。
震
災
の
少
し
前
に
西
洋
よ
り
帰
り
、
舶
来






の
書
を
悉





焼

き
た
り
と

言
ふ
。
リ
ア
リ
ス
ト
と
言
ふ
よ
り
も
お
の
づ
か
ら
セ
ン
テ
イ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を

脱
せ
る
な
ら
ん
。
こ
の
間





鳥
取






の
柿



を
貰
ふ
。
お
礼
に
バ
ト
ラ
ア
の
本
を
や
る

約
束
を
し
て
ま
だ
送
ら
ず
。
尤





も
柿
の
三
分
の
一
は
渋
柿
な
り
。

　
中
原
安
太
郎











　
こ
れ
も
中
学
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
諢
名





は
狸





、
さ
れ
ど
も

顔
は
狸
に
似
ず
。
性
格
に
も
狸
と
言
ふ
所
な
し
。
西
川
に
伯
仲






す
る
秀
才
な
れ

ど
も
、
世

故

に
は
西
川
よ
り
も
通
ぜ
る
か
も
知
れ
ず
。
菊
池
寛








の
作
品
の
　
　

殊
に
「
父
帰
る
」
の
愛
読
者
。
東
京
の
法
科
大
学
を
出



、
三
井
物
産









に
入



り
、

今
は
独
立
の
商
売
人
な
り
。
実
生
活
上
に
も
適
度
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
加
へ
た
る

人
道
主
義
者
。
大
金
儲









し
た
る
時
に
は
僕
に
別
荘
を
買
つ
て
く
れ
る
約
束
な

れ
ど
、
未



だ
に
買
つ
て
く
れ
ぬ
所
を
見
れ
ば
、
大
し
た
収
入
も
な
き
も
の
と
知

る
べ
し
。

　
山
本
喜
誉
司









　
こ
れ
も
中
学
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
同
時
に
又
姻
戚






の
一
人





な
り
。
東
京
の
農
科
大
学
を
出



、
今
は
北
京





の
三
菱






に
在
り
。
重
大
な
ら
ざ
る

恋
愛
上
の
セ
ン
テ
イ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
。
鈴
木
三
重
吉









、
久
保
田
万
太
郎

















の
愛
読

者
な
れ
ど
も
、
近
頃
は
余
り
読
ま
ざ
る
べ
し
。
風
采
瀟
洒






た
る
に
も
関





ら
ず
、

存

外







喧
嘩






に
は
負
け
ぬ
所
あ
り
。
支
那
に
棉



か
何
か
植
ゑ
て
ゐ
る
よ
し
。

　
恒
藤
恭









　
こ
れ
は
高
等
学
校
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
旧
姓
は
井
川





。
冷
静

な
る
感
情
家
と
言
ふ
も
の
あ
ら
ば
、
恒
藤
は
正
に
そ
の
一
人





な
り
。
京
都
の
法

科
大
学
を
出



、
其

処

の
助
教
授
か
何
か
に
な
り
、
今
は
パ
リ
に
留
学
中
。
僕
の

議
論
好
き
に
な
り
た
る
は
全
然
こ
の
辛
辣






な
る
論
理
的
天
才
の
薫
陶






に
よ
る
。

句
も
作
り
、
歌
も
作
り
、
小
説
も
作
り
、
詩
も
作
り
、
画

も
作
る
才
人
な
り
。

尤

も

今
は
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
ゐ
る
の
に
相
違
な
し
。
僕
は
大
学

に
在
学
中
、
雲
州






松
江





の
恒
藤






の
家
に
ひ
と
夏
居

候







に
な
り
し
こ
と
あ
り
。

そ
の
頃
恒
藤
に
煽
動






せ
ら
れ
、
松
江
紀
行
一
篇
を
作
り
、
松
陽
新
報











と
言
ふ

新
聞
に
寄
す
。
僕
の
恬
然






と
本
名
を
署
し
て
文
章
を
公




に

せ
る
最
初
な
り
。
細

君
の
名
は
雅
子





、
君
子





の
好
逑






と
称
す
る
は
斯



る
細
君
の
こ
と
な
る
べ
し
。
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秦
豊
吉








　
こ
れ
も
高
等
学
校
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
松
本
幸
四
郎











の
甥



。
東

京
の
法
科
大
学
を
出



、
今
は
ベ
ル
リ
ン
の
三
菱






に
在
り
、
善
良
な
る
都
会
的
才

人
。
あ
ら
ゆ
る
僕
の
友
人
中
、
最
も
女
に
惚

れ
ら
れ
る
が
如
し
。
尤





も
女
に
惚

れ
ら
れ
て
も
、
大
し
た
損
は
す
る
男
に
あ
ら
ず
。
永
井
荷
風








、
ゴ
ン
ク
ウ
ル
、

歌
麿
等







の
信
者
な
り
し
が
、
こ
の
頃
は
ト
ル
ス
ト
イ
な
ど
を
担



ぎ
出
す
こ
と
あ

り
。
僕
に
ア
ス
ト
ラ
カ
ン
の
帽
子
を
呉
れ
る
約
束
あ
れ
ど
も
、
未



だ
に
何
も
送

つ
て
呉
れ
ず
。
文
を
行

る
に
自
由
な
る
こ
と
は
文
壇
の
士
に
も
稀
な
る
べ
し
。

「
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
の
最
後
の
恋
」
は
二
三
日
に
訳
了
せ
り
と
言
ふ
。

　
藤
岡
蔵
六










　
こ
れ
も
高
等
学
校
以
来
の
友
だ
ち
な
り
。
東
京
の
文
科
大
学
を

出


、
今
は
法
政
大
学
か
何
か
に
在
り
。
僕
の
友
だ
ち
も
多
け
れ
ど
も
、
藤
岡
位

損
を
し
た
男
は
ま
づ
外



に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
藤
岡
の
常
に
損
を
す
る
は
藤
岡
の

悪
き
訣



に
あ
ら
ず
。
只
藤
岡
の
理
想
主
義
者
た
る
為
な
り
。
そ
れ
も
藤
岡
の
祖

父
に
当



る
人
は
川
ば
た
に
蹲





ま
れ
る
乞
食





を
見
、
さ
ぞ
寒
か
ら
う
と
思
ひ
し
余

り
、
自
分
も
襦
袢






一
枚
に
な
り
て
厳
冬
の
縁
側
に
坐
り
込
み
し
為
、
と
う
と
う

風
を
引
い
て
死
に
た
り
と
言
へ
ば
、
先
祖
代
々
猛
烈
な
る
理
想
主
義
者
と
心
得






べ
し
。
こ
の
理
想
主
義
を
理
解
せ
ざ
る
世
間
は
藤
岡
を
目



し
て
辣
腕
家







と
做

す
。

滑
稽






を
通
り
越
し
て
気
の
毒
な
り
。
天
下
の
人
は
何



と
言
ふ
と
も
、
藤
岡
は
断

じ
て
辣
腕
家







に
あ
ら
ず
。
欺



か
し
易
く
、
欺
か
さ
れ
易
き
正
直
一
図





の
学
者
な

り
。
僕
の
言
を
疑
ふ
も
の
は
、
試
み
に
か
う
考
へ
て
見
る
べ
し
。
　
　
芥
川
龍

之
介
は
才
人
な
り
。
藤
岡
蔵
六
は
芥
川
龍
之
介
の
旧
友
な
り
、
そ
の
旧
友
に
十

五
年
来
欺
さ
れ
て
ゐ
る
才
人
あ
り
や
否



や
。
（
藤
岡
蔵
六
の
先
輩
知

己

は
大
抵






哲
学
者
や
何
か
な
る
べ
け
れ
ば
、
三
段
論
法
を
用
ふ
る
こ
と
斯
く
の
如
し
。
）

　
そ
の
他
菊
池
寛








、
久
米
正
雄











、
山
本
有
三










、
岡
栄
一
郎










、
成
瀬
正
一










、
松






岡
譲





、
江
口
渙








等
も
学
校
友
だ
ち
な
り
。
然
れ
ど
も
是
等
の
友
だ
ち
の
こ
と

は
既
に
一
度
以
上
書
い
て
ゐ
る
か
、
少
く
と
も
諸
公
百
年
の
後



に
は
何
か
書
か

せ
ら
れ
る
間





が
ら
故
、
此

処

に
は
書
か
ざ
る
こ
と
と
す
べ
し
。
只
次
手





に
書
き

加
へ
た
き
は
忘
れ
難
き
亡
友
の
こ
と
な
り
。

　
大
島
敏
夫









　
こ
れ
は
小
学
時
代
の
友
だ
ち
な
り
。
僕
も
小
学
時
代
に
は
頭
の

大
い
な
る
少
年
な
り
し
も
、
大
島
の
頭
の
大
い
な
る
に
は
一
歩
も
二
歩
も
遜



り

し
を
記
憶
す
。
園
芸
を
好
み
、
文
芸
を
も
好
み
し
が
、
二
十





に
も
な
ら
ざ
る
う

ち
に
腸
結
核









に
罹



り
て
死
せ
り
。
何

処

か
老
成
の
風
あ
り
し
も
夭
折






す
る
前

兆
な
り
し
が
如
し
。
尤





も
僕
は
気
の
毒
に
も
度



た
び
大
島
を
泣
か
せ
て
は
、
泣

虫
泣
虫
と
か
ら
か
ひ
し
も
の
な
り
。

　
平
塚
逸
郎










　
こ
れ
は
中
学
時
代
の
友
だ
ち
な
り
。
屡




僕

と
見
違
へ
ら
れ
し
と

言
へ
ば
、
長
面
痩
躯





な
る
こ
と
は
明
ら
か
な
る
べ
し
。
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
な
る

秀
才
な
り
し
が
、
岡
山
の
高
等
学
校
へ
は
ひ
り
し
後



、
腎
臓
結
核










に
罹



り
て
死

せ
り
。
平
塚
の
父
は
画
家
な
り
し
よ
し
、
そ
の
最
後
の
作
と
か
言
ふ
大
幅






の
地

蔵
尊
を
見
し
こ
と
あ
り
。
病
と
共
に
失
恋
も
し
、
千

葉

の
大
原






の
病
院
に
た
つ

た
一
人





絶
命
せ
し
故
、
最
も
気
の
毒
な
る
友
だ
ち
な
る
べ
し
。
一
時
中
学
の
書

記
と
な
り
、
自
炊
生
活
を
営
み
し
時
、
「
夕
月






に
鰺



買
ふ
書
記
の
細
さ
か
な
」

と
自





ら
病
躯






を
嘲





り
し
こ
と
あ
り
。
失
恋
せ
る
相
手
も
見
し
こ
と
あ
れ
ど
も
、

今
は
如

何

に
な
り
し
や
知
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
四
年
一
月
）
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